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天理市水洗便所改造資金貸付基金条例施行規則をここに公布する。 

 令和７年３月31日 

天理市長 並 河  健 

天理市規則第21号 

天理市水洗便所改造資金貸付基金条例施行規則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、天理市水洗便所改造資金貸付基金条例（昭和49年３月天

理市条例第１号。以下「条例」という｡)の施行について必要な事項を定める

ものとする。 

（借受けの申請） 

第２条 資金の貸付けを受けようとする者（以下「申請者」という｡)は、連帯

保証人１名を定め、水洗便所改造資金借受申請書（様式第１号。以下「借受

申請書」という｡)を市長に提出しなければならない。 

２ 前項に規定する申請は、天理市下水道条例（昭和48年12月天理市条例第36

号）第５条の規定又は天理市農業集落排水処理施設条例（平成９年３月天理

市条例第16号）第６条の規定による排水設備等の計画の確認申請と同時に行

うものとする。 

３ 第１項の連帯保証人は、次に掲げる要件を備えたものでなければならない。 

(１) 市内に住所を有していること。ただし、市長が特別な理由があると認

めるときは、この限りでない。 

(２) 市税等を滞納していないこと。 

４ 市長は、必要があると認めるときは、第１項の連帯保証人の変更を命ずる

ことができる。 

（貸付けの決定） 

第３条 市長は、借受けの申請があったときは、借受申請書を審査し、貸付け

の可否及び貸付額を決定し、水洗便所改造資金貸付承認（不承認）通知書

（様式第２号）により申請者に通知するものとする。 

（借受け手続） 

第４条 前条の規定により、貸付けの承認通知を受けた者（以下「貸付決定
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者」という｡)は、水洗便所改造資金借用証書（様式第３号）に、次に掲げる

書類を添付して、市長に提出しなければならない。 

(１) 貸付決定者及び連帯保証人の印鑑証明書 

(２) 前号のほか、市長が必要と認めた書類 

（届出の義務） 

第５条 貸付決定者は、次の各号のいずれかに該当するときは、その旨を市長

に届け出なければならない。 

(１) 借受申請書に記載した事項を変更したとき。 

(２) 貸付決定者又は連帯保証人が仮差押え、仮処分、強制執行、破産手続

開始の決定又は競売の申立てを受けたとき。 

(３) 水洗便所化した家屋を他に譲渡し、又は転貸しようとするとき。 

（償還方法の変更） 

第６条 貸付決定者は、条例第８条の規定により償還方法の変更を受けようと

するときは、償還方法変更申請書（様式第４号）を市長に提出しなければな

らない。 

２ 市長は、前項の申請があったときは、その可否を決定し、償還方法変更承

認（不承認）通知書（様式第５号）により通知するものとする。 

（その他） 

第７条 この規則の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、令和７年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現に廃止前の天理市水洗便所改造資金貸付基金条例施

行規程（平成22年４月天理市上下水道局管理規程第26号）の規定により上下

水道事業の管理者の権限を行う市長が行った処分、手続その他の行為は、こ

の規則の相当規定により市長が行ったものとみなす。 



様式第１号（第２条関係） 

受

付 

第 号 
 

確認申請受付No. 

年  月  日 貸付No.      有・無 

 

水洗便所改造資金借受申請書 

年  月  日  

 天理市長 様 

申 請 者 住  所           

フリガナ           

氏  名         ◯印   

連帯保証人 住  所           

フリガナ           

氏  名        ◯印   

 次のとおり申請します。 

資金借受申込金額 円  

設 置 場 所 天理市    町   番地 

建築物の所有者 
住 所 天理市    町   番地 

氏 名 

建築物の使用者 
住 所 天理市    町   番地 

氏 名 

施 工 業 者  

改造工事等費用見積額 円 

申 請 者 平 均 月 収 千円 

連帯保証人平均月収 千円 

既 設 便 所 の 型 □ くみとり便所    □ 浄化槽による水洗便所 

決          定 

貸 付 け
の 可 否 可・否 

償 還 方 法      年   月から    回払い 

貸 付 金 額 円  

完 工 検 査 合 格 
年 月 日 年  月  日 完 工 

検査員 
 

貸 付 決 定番 号 

第 号 貸 付 年 月 日 年  月  日 

(注) 該当する□には、✓印を記入してください。 

太枠内は記入しないでください。 



様式第２号（第３条関係） 

水洗便所改造資金貸付承 認
不承認通知書 

 

第     号  

年  月  日  

申請者      様 

天理市長    □印  

 

      年  月  日付けで申請のあった水洗便所改造資金の貸付けについて

は、次のとおり決定したので通知します。 

貸 付 け の 可 否 ① 承 認  ② 不承認 

貸 付 決 定 金 額 円 

不承認の場合は

そ の 理 由 
 

償 還 期 間 貸し付けた日の属する月の翌月から    月 

貸 付 期 日 工事完了検査が終了し、借用書の提出後市長の指定する日 

備 考  

この決定について不服があるときは、この決定があったことを知った日の翌日から

起算して３か月以内に、天理市長に対して審査請求を、また、この決定があったこと

を知った日の翌日から起算して６か月以内に、天理市を被告として、処分の取消しの

訴えを提起することができます。ただし、審査請求をしたときは、当該審査請求に対

する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に、裁判所に処分の

取消しの訴えを提起しなければなりません。なお、当該裁決があったことを知った日

の翌日から起算して６か月以内であっても、当該裁決の日の翌日から起算して１年を

経過すると処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。 



様式第３号（第４条関係） 

 

収 入 

印 紙 

       水洗便所改造資金借用証書 

年  月  日 

 

  天理市長 様 

 

借 受 人 住 所            

氏 名          ◯印 

連帯保証人 住 所            

氏 名          ◯印 

  水洗便所改造資金を次のとおり借用しました。 

  償還については、天理市水洗便所改造資金貸付基金条例及び天理市水洗便所改造

資金貸付基金条例施行規則を遵守し、償還することを約束するため、連帯保証人と

連署の上本書を提出します。 

借 用 金 額      円 

借 用 年 月 日       年  月  日 

借 用 期 間       年  月  日まで 

償 還 方 法 

第 １ 回 の 償 還 額  元金          円 

第２回以降の償還額  元金          円 

(注) 借受人及び連帯保証人の印鑑登録証明書を添付してください。 

 

 

 



様式第４号（第６条関係） 

 

償還方法変更申請書 

年  月  日  

 

  天理市長 様 

 

借 受 人 住 所             

氏 名          ◯印  

連帯保証人 住 所             

氏 名          ◯印  

 

借 用 金 額 円 

償 還 方 法  

上記のとおり水洗便所改造資金を借用し  年  月  日に第   回分まで

(現在までの償還総額     円を)償還しましたが、下記の理由により償還に支障

を生じましたから償還方法の変更を承認くださるよう申請します。 

１ 申請理由 

 

２ 償還方法 

 

 



様式第５号（第６条関係） 

償還方法変更承 認
不承認通知書 

 

第     号  

年  月  日  

借受人      様 

連帯保証人    様 

天理市長    □印  

 

      年  月  日付けで申請のあった償還方法の変更については、次のと

おり決定したので通知します。 

貸 付 け の 可 否 ① 承 認  ② 不承認 

不承認の場合は

そ の 理 由 
 

借 用 期 間 年  月  日まで 

償 還 方 法 

 

 

 

備 考  

この決定について不服があるときは、この決定があったことを知った日の翌日から

起算して３か月以内に、天理市長に対して審査請求を、また、この決定があったこと

を知った日の翌日から起算して６か月以内に、天理市を被告として、処分の取消しの

訴えを提起することができます。ただし、審査請求をしたときは、当該審査請求に対

する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に、裁判所に処分の

取消しの訴えを提起しなければなりません。なお、当該裁決があったことを知った日

の翌日から起算して６か月以内であっても、当該裁決の日の翌日から起算して１年を

経過すると処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。 


